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か
つ
て
、〈
文
芸
復
興
期
〉
と
呼
ば
れ
た
一
時
代
が
あ
っ
た
。
一
九
三
五

年
前
後
の
数
年
間
、
大
家
（
志
賀
直
哉
・
宇
野
浩
二
・
谷
崎
潤
一
郎
）
や

中
堅
（
川
端
康
成
・
井
伏
鱒
二
）、
さ
ら
に
新
人
（
高
見
順
・
丹
羽
文
雄
・

石
川
達
三
・
太
宰
治
）
と
い
っ
た
世
代
を
異
に
す
る
文
学
者
達
が
同
時
期

に
活
躍
し
た
。
ま
た
、『
文
学
界
』『
行
動
』『
文
芸
』
な
ど
の
文
芸
雑
誌
や

『
日
本
浪
曼
派
』『
人
民
文
庫
』
と
い
っ
た
同
人
誌
の
創
刊
が
相
次
ぎ
、
芥

川
賞
・
直
木
賞
が
創
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
戦
後
へ
と
連
な
る
〈
純
文
学

／
通
俗
小
説
（
中
間
小
説
）〉
と
い
う
問
題
系
を
提
出
し
た
横
光
利
一
「
純

粋
小
説
論
」
や
小
林
秀
雄
「
私
小
説
論
」
と
い
っ
た
重
要
な
論
考
が
書
か

れ
た
。
か
く
も
豊
饒
な
時
代
。
し
か
し
、
既
存
の
文
学
史
は
こ
の
時
期
の

持
つ
意
義
を
不
当
に
矮
小
化
し
、〈
文
学
〉
の
領
域
へ
と
閉
じ
込
め
て
き
た

の
で
は
な
い
か
。

近
年
、〈
日
本
近
代
文
学
史
〉
の
再
検
討
が
進
ん
で
い
る
。〈
文
芸
復
興
〉

と
時
を
同
じ
く
し
て
交
わ
さ
れ
た
日
本
資
本
主
義
論
争
を
背
景
に
小
林
秀

雄
と
中
村
光
夫
に
よ
る
〈
私
小
説
の
前
近
代
性
〉
と
い
う
批
評
軸
の
成
立

を
論
じ
た
絓
秀
実
『
天
皇
制
の
〈
隠
語
〉』（
二
〇
一
四
、
航
思
社
）
や
、

ジ
ャ
ー
ゴ
ン

本
書
で
〈
文
芸
復
興
〉
の
名
付
け
親
と
し
て
言
及
さ
れ
る
林
房
雄
の
小
説

「
青
年
」
の
改
稿
過
程
に
講
座
派
的
歴
史
観
の
変
遷
を
辿
っ
た
内
藤
由
直

『
国
民
文
学
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
』（
同
、
双
文
社
出
版
）、
一
九
三
〇
年
代

の
論
壇
の
形
成
を
描
く
大
澤
聡
『
批
評
メ
デ
ィ
ア
論
』（
二
〇
一
五
、
岩
波

書
店
）
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
書
は
〈
文
芸
復
興
期
〉
を
対

象
と
し
て
従
来
の
昭
和
文
学
史
の
記
述
か
ら
捨
象
さ
れ
た
事
項
を
拾
い
集

め
る
こ
と
で
、
い
ま
も
我
々
を
拘
束
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
認
識
論
的

布
置
の
生
成
過
程
を
浮
き
彫
り
に
し
て
ゆ
く
。

本
書
の
方
法
論
は
、「
実
証
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
基
軸
と
し
な
が
ら
、

章
を
追
う
ご
と
に
、
時
代
背
景
か
ら
作
品
へ
と
徐
々
に
視
点
を
絞
っ
て
い
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く
形
で
論
を
運
ぶ
」
と
簡
略
に
述
べ
ら
れ
る
の
み
だ
が
、
何
よ
り
も
書
名

が
そ
の
手
付
き
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、〈
系
譜
学
〉
的
手
法
で
あ
る
。

〈
系
譜
学g

e
n
e
a
lo
g
y

〉
と
は
、
権
力
の
正
統
性
の
根
拠
と
な
る
家
系
図

の
真
偽
を
明
ら
か
に
す
る
学
問
を
指
す
。
そ
も
そ
も
、〈
種
属g

e
n
u
s

〉

（
ジ
ャ
ン
ルg

e
n
re

の
基
と
な
っ
た
語
）
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語
と
も
語

源
的
に
響
き
あ
う
ギ
リ
シ
ャ
語
の
〈
出
生g

e
n
e
ā

〉
に
つ
い
て
の
〈
言
葉

lo
g
o
s

〉
が
原
義
で
、
物
事
の
発
生
過
程
を
問
う
学
知
の
こ
と
で
あ
る
。
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ニ
ー
チ
ェ
が
哲
学
的
に
意
義
付
け
、
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー

コ
ー
が
言
説
分
析
か
ら
権
力
論
へ
と
移
行
す
る
な
か
で
自
身
の
方
法
論
と

し
て
提
唱
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。「
系
譜
学
は
、（
…
）
理
念
的
な
も
ろ

も
ろ
の
意
味
の
超
歴
史
的
な
展
開
や
無
限
定
な
目
的
論
と
対
立
す
る
」

（
フ
ー
コ
ー
「
ニ
ー
チ
ェ
、
系
譜
学
、
歴
史
」）。
そ
の
使
命
は
「
起
っ
た

こ
と
を
そ
れ
に
固
有
の
散
乱
状
態
の
う
ち
に
保
つ
こ
と
」、「
歴
史
を
反
記

憶
と
す
る
こ
と

そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
、
そ
こ
で
ま
っ
た
く
別

の
形
の
時
間
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
る
（
同
）。
単
線
的
な
記
述
を
用

い
る
文
学
史
家
に
、
本
書
の
著
者
は
系
譜
学
者
と
し
て
対
峙
す
る
だ
ろ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
平
野
謙
は
、「
封
建
的
な
生
活
感
情
」（
リ
ア
リ
ズ
ム
）

と
「
資
本
主
義
的
な
生
活
様
式
」（
モ
ダ
ニ
ズ
ム
）、
そ
し
て
「
社
会
主
義

的
な
生
活
志
向
」（
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
）
の
並
存
と
し
て
昭
和
初
年
代
の
文
学

状
況
を
描
い
た
（『
現
代
日
本
文
学
入
門
』
な
ど
）。
い
わ
ゆ
る
「
三
派
鼎

立
」
の
公
式
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
三
四
年
の
ナ
ル
プ
（
日
本
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
作
家
同
盟
）
解
散
を
契
機
に
し
た
統
一
的
な
「
人
民
戦
線
」
成
立

の
可
能
性
と
い
う
理
念
を
〈
文
芸
復
興
期
〉
の
中
核
に
据
え
、〈
昭
和
文
学

史
〉
と
い
う
大
き
な
歴
史
／
物
語
を
築
き
上
げ
た
。

対
し
て
、
著
者
は
研
究
史
を
丹
念
に
辿
り
な
が
ら
（
第
一
部
「
文
学
史

の
形
成
と
「
文
芸
復
興
」

平
野
謙
の
文
学
史
観
を
中
心
と
す
る
戦
後

研
究
の
検
証
」）、「
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
」、「
既
成
作
家
の
復
活
」、

「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」、「
大
衆
文
学
」、「
新
興
芸
術
派
」
と
い
っ
た
、
こ

れ
ま
で
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
要
素
を
取
り
上
げ
て
い
く
。
質
的

差
異
を
量
的
差
異
へ
と
転
化
さ
せ
る
資
本
の
論
理
が
〈
文
学
〉
を
包
摂
し
、

既
成
作
家
の
商
品
的
価
値
が
吊
り
上
が
る
一
方
（
第
二
部
第
一
章
「
企
図

さ
れ
た
「
文
芸
復
興
」

志
賀
直
哉
「
萬
暦
赤
絵
」
に
み
る
既
成
作
家

の
復
活
」）、
大
衆
作
家
は
自
殺
に
等
し
い
よ
う
な
作
品
の
量
産
へ
と
駆
り

立
て
ら
れ
て
い
っ
た
（
同
第
四
章
「
黙
殺
さ
れ
る
「
私
小
説
」

直
木

三
十
五「
私

眞
木
二
十
八
の
話
」に
み
る
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
問
題
」）。
ま

た
、
市
場
原
理
の
徹
底
が
、
多
様
な
顧
客
の
要
望
に
応
え
る
べ
く
雑
多
な

記
事
を
並
列
さ
せ
る
編
集
手
法
を
産
み
出
し（
同
第
二
章「「
円
本
ブ
ー
ム
」

後
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
戦
略

『
綜
合
ヂ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
講
座
』
を
手

が
か
り
に
」）、
同
時
代
の
新
奇
な
文
化
事
象
を
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
す
る
モ
ダ

ニ
ズ
ム
の
様
式
を
成
立
さ
せ
た
（
第
三
部
第
一
章
「「
文
芸
復
興
」
期
に
お

け
る
「
新
興
芸
術
派
」
の
系
譜

龍
胆
寺
雄
か
ら
太
宰
治
へ
」）。
そ
し

て
、
皮
肉
な
こ
と
に
、〈
文
学
〉
の
商
品
化
は
〈
文
芸
復
興
〉（
純
文
学
の

再
興
）
に
よ
る
出
版
資
本
主
義
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
）
へ
の
抵
抗
と
い
う

幻
想
ま
で
も
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、〈
権
力
〉
も
〈
抵
抗
〉

も
す
べ
て
下
部
構
造
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
。

し
か
し
、〈
系
譜
学
〉
の
根
底
に
は
「
権
力
は
経
済
を
機
能
さ
せ
、
経
済

49



に
特
徴
的
で
、
経
済
の
機
能
に
と
っ
て
本
質
的
な
諸
関
係
を
固
め
維
持
し

更
新
す
る
た
め
に
あ
る
の
か
」
と
い
う
経
済
決
定
論
へ
の
批
判
が
あ
っ
た

の
で
は
な
か
っ
た
か
（
フ
ー
コ
ー
『
社
会
は
防
衛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』）。

問
い
に
対
し
て
、
本
書
の
終
結
部
（「
お
わ
り
に

新
た
な
系
譜
に
向

け
て
」）
に
は
、
微
視
的
な
視
線
の
み
が
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
る
〈
文
学
〉

の
潜
勢
力
を
示
す
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
文
学
者
は
自
己
の
従
事
し

て
ゐ
る
文
学
に
於
け
る
偉
大
な
る
も
の
の
小
さ
さ
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」

（
高
見
順
「
文
学
非
力
説
」）。
さ
ら
に
、
系
譜
学
者
の
言
葉
を
本
書
の
余

白
に
書
き
つ
け
て
お
こ
う
。「
系
譜
学
は
、
そ
の
「
巨
石
建
造
物
」
を
築
く

の
に
、「
有
益
な
大
き
な
誤
謬
」
で
は
な
く
「
厳
密
な
方
法
に
よ
り
う
ち
立

て
ら
れ
た
、
ま
が
い
も
の
で
な
い
小
さ
な
真
実
」
を
用
い
な
く
て
は
な
ら

な
い
」（
フ
ー
コ
ー
「
ニ
ー
チ
ェ
、
系
譜
学
、
歴
史
」）、
と
。

（
二
〇
一
五
年
三
月
三
一
日

笠
間
書
院

四
二
〇
〇
円
）
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